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In this pa 予er ，we do woodworking technology education in the two teaching methods 
{る o出 the normal teaching plan and the teaching plan with teaching materials on 
co 忠 puter ) at junior high school ， and investigate on improvement of the manufacture 
desire connected with upbringing of pupils' self.educatinal ab i1i ty of industrial arts 
education with teaching materials on computer. The results obtained are summarized as 
fo Il ows: (1) W oodworking technology education by the teaching plan with teaching 
materials on computer shows improvement of the manufacture or the learning desire. (2) 

On the teaching by the teaching plan with teaching materials on computer ， we c1 arify the 
characteristics of computer connected with improvement of the manufacture or the 
learning desire. (3) W oodworkin 慈technology education which use the materials wi 出 the
reasonable characteristics of wood has the effects of improvement on learning desire. (4) 
The teaching contents at the initial stage of the teachiug plan are c1 0sely connected with 
improvement of the learning desire. 

縮

前報1) で述べたが，中央教宵響機会の答申2) 等に

よる学校教育む故震付りの見悲しに伴い，生涯教育

お重要性が主張されている.その中で，学校教育に

おげる昌三教育力の育成民今後， 1警報化，高齢化

為るいは冨際色がさらに瀧捜することが予慧される

社会において，嬢発的記増加する知識，投能記対Jie;

するためにきわめてt必要とされる.これらの自己教

育力の育成に技祷科教蒋の果たす投欝は大きい.そ

こで，筆者らは，技締科教曹によって，自己教育方

を育成する教育方法について検群を加えている.

ところで，平成光年に公法された学翠指導要領の

改訂によって，情報教背の議要性が恭され，香運学

校教育へのコンピュータの導入が示された幻.中学

校教育にもコンピュ…タが導入され，全教科を通じ

-熊本大学教育学部技術教育

"熊本大学教宵学研究科大学院

て，コンピュータ教育を舎んだ常報教警が誰し進め

られることとなった心.これ広{辛い，中学校設欝・家

庭科では，コンピュ…タ教曹を主体とした「警報基

礎J 領域が新設された.しかしながら，コンゼュー

タの導入が必要とされる部分は r情報基礎J領竣に

隈られるわけではない.すなわち，技種科教育の教

育目擦を連成するため，各領域でコンピュータをど

のように活用するかも灘裂となろう.

以上のような，現在の教育回棋に関連した技術科

教育の方向設を念頭において，本報では，中学校技

街・家語科でを) r木材加工」領域において，技術科

教警にお診る自己教育カの宵成を自揮とした学習指

導謹む検討を行う.具体的記は r木材加工」領域の

学習指導のためのコンピュータを導入した教材・教

具の開発を行い，そしてこれらを活用した学習指導

を行い， ζれちの教育英毅記よる自己教曹力の育成

記ついて検討を行った.
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大迫靖雄・田口浩継

調査および調査方法

翻査対象

調査は熊本大学教育学部前属中学技 1年 2 クラス

を対象として実識した.学欝内容は r木

材加工J 鎖壌の γ欝単な木製品の製作J とし，その

1 に示す (35 時間中17 時間入本表に示

すように 1組を笑験クラス，他の組を対照クラスと

した.実験クラスには，コンゼュータを積極的に活

罵した援業を設定し，対蕪クラスは熊本大学教育学

部前震中学校の平成 5梓皮の指導計蕗に基づいた授

業を実施した.

調査内審

調査内容としては，情態蘭の評髄として表 2~4
に示すように r木材に対するイメージJ rコンゼュ

表 1 検証授業の指導計欝 (γ 木材加工」領域 17/35 時艶)

回数期日 実験クラス 期E 対賠クラス

l I 4/ オリエンテーション 4/ オザエンテーション

28 学習の心構え ( 1 廷) 22 学習の心構え (1 H) 

コンピュータの基本操倖

{ハイパーキユ}プ:ぉ絵かき〉
5/ 

木材と私たちの生活

2 I :~ I 木材と私たちむ生活，木材の性質
6 

断面の観察，繊維細胞

(r 木材の持徴と年輪J -標本などを使用するが，鹿学が中心

:チュートリアル摺の ソフト)

3 I 5~ 木材の性貿を調べよう(観察・ 5/ 木材の性賞を讃べよう{観察〉

12 木材の変形 27 木材の変形

製図(キャピネット図，等角臨) 製函(キャピネット関，

4 
5/| プロックを斜眼紙方醐噛 プロックを錯誤紙，方眼紙に描く

I 26 l' (例題のヒントや解答をヂ}タペース化し， 3 -方鞍紙，斜張紙を使用し，手作業で作

t島、襲に応じて検索し話摺〉 題

コンピュ}グを使った製璽

6/ ・方眼紙を使用し，手作業で附図
5 I -， I (ハイパ}キユ}プ:マウス謙作により作

10 2 臨〉

アイヂィアスケッチ
|アイディアスケッチ

構想のまとめ

どの見本をデータベース化L-， ~， I 6/ I構想のまとめ

16 じて検索し活用 I 17 I丈夫な構造

コンピニz.~タを使った製圏
持料取りの計醤

7 |62/3| |1 ・構想関の作成 ・す法の記入
6/ 襲爵

24 -方眼紙，斜眼紙を使用し構想、図を摘き，
〈ハイパ…キュープ:マウス謙作による作

寸法も乎f乍業で入れる
題)

(1) 

8 ! ~~ I のこぎりがさ，かんなが貯の説明 材料取り

30 ベース」 l 材料へのけがき

:シミ a レーション型の自作ソフト)

7~ I副繍材の製作 ω 7/ のこぎりの観察と袈い方

9 I .~ のこぎりがき，かんなが貯，焼きすぎ g のこぎちびき
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コンピュ…グ導入による製作意欲

ータ』こ対するイメージJ r製作に対する意欲Jに関漣

した項目について調査した.授業に対する全体的な

捉え方を評画するために r捜業の感想J を自

で回答させるようにした.

また，木材及び製図に関する知識・理解酪の調査

のためにぺ}パテストを実施し，その分析も行った.

鯛査方法

調査は，表 2----4 の讃査内容についてf木将加工J

領域の学習前に 1度，その設 2持関に 1度の霧i舎で

生徒ごとに諦査項吾に田答させる方法で実擁した.

また，得られた回答については統計的処理を行っ

たへなお r木材に対するイメージJ 及び F製作記

対する意欲J については，製醤の基本を学ぶ穎関は，

影響がないと判断し，翼i定:は行わなかった.知識・

理解留の欝11 定は 6 月下旬に行われた期末試験でのペ

ーパ…テストの結果の分析をこよって行った.

灘定後のずータの処理は r木卒ぎに対するイメー

ジJ r製作記対する意欲」については，各調査項巨に

おいてプラスイメ}ジである左端を選択した場合 l

点，マイナスイメ}ジである事端を -1 点，どちら

ともいえないを選択した場合を 9 点として生徒全員

の平均を糞出した r襲搾に対する意欲」に関する項

関誌ついては r木材記対するイメ}ジ」の項目との

相関も求めた‘また rコンピュータに対するイメー

ジJ は，プラスむイメージ者十 2点，マイナスのイ

表 2 木材記対するイメージ調査

為なたが寝在，木材や木製品について持っているイメ…ジに近い方の脅灘にO をつけて下さい.ただし，

どちらともいえない場合は，中央を選択します.

( 1 ) 薬ちかい口口口か

( 2 )き れ い口口口汚

(3) 庫黙な感じロロロ人

( 4 )し ず か口口口.う

たい

¥t l 

工 的

るさい

( 5 )手触りがよい口口口手触りが悪い

( 6 ) 落ちつく口口口落ちつかない

(7) 安 全口口口危 険

(8 ) 使いやすい 口 口 口 使 い に く い

( 9) 加工しやすい口口口加工しにくい

(10) 明るい 口 口 口 暗 い

(11) 般かいロヨロ冷た い

(12) 新しい口口口吉 い

(1 3) 奥いがよい口口口臭いが悪い

(1 4) おもしろい口口口おもしろくない

(15) 高倒である口口口安つ設い

(1 6) 親しみがある口口口懇しみがない

は7) 愛着がある口口口愛着がない

は引木製品試丈夫口出口壊れやすい

(19) 大切広告震う 0 0 口大切に使わない

(20) 長持ちする口口口長持ちしない

(2 1 ) 興味がある口口日興味がない

(22) 設立立つ口口口役に立たない

表 3 コンゼュータに対するイメ}ジ調査

分 娯 要 自 5 4 3 2 1 項 闘

親 近 惑 楽 し も3 十十÷ + + つ ま ら な ¥t l 

援 か' し五 + + 冷 た い

好 き 十 + + 十十 嫌 ¥t l 

灘誌へ吟見通し 欝 単 + + + + + 難 し vl 

自 分で学習できる + + 十 十 + 学習でき ない

自分に合っている + + + + + 合っていない

横盤的活用への 知 り た し3 + + + + + 知 り た ない

態 度 生活に役立ちそう + + 十十十 役 立 た な ¥t l 

i家でも役立てたい + + + + + 役立てたくない

他の学習にも役立ちそう + + + + + 位の学警には役立たない

友速との話題になっている + 十 + + + 友達との話題にならない
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大迫靖雄・田口浩継

表4 製作に対する意欲調査

あなたが現在，木で作品を作ることについて持っているイメージに近い方の言葉にO をつけて

下さい.ただし，どちらともいえない場合は，中央を選択します.

(1)作ってみたい口口口作りたくない (6) じっくり取り組む口口口簡単に取り組む

(2) 興味がある口口口興味がない (7) 複 雑な物を作る口口口簡単な物を作る

(3) 楽 し い口口口楽しくない (8) 作りたい物がある口口口作りたい物がない

(4) やさしい口口口むずかしい (9) 作り上げる自信がある口口口作り上げる自信がない

(5) 好 き口口口きらい帥こわくない口口口こ わ い

表 5 製作に対する意欲と木材に対するイメージの相関関係

製作意欲 木材に対してのイメージ

イ乍ってみたい 使いやすい，加工しやすい，明るい，新しい，親しみがある，興
味がある

興味がある 使いやすい，加工しやすい，新しい，臭いがよい，おもしろい，
(f 乍ってみたい) 親しみがある，興味がある，役に立つ

楽しい 自然な感じ，静か，落ち着く，臭いがよい，おもしろい，大切に
(興味がある) 使う，役に立つ

やさしい 柔らかい，安全

好き 安全，使いやすい，明るい，暖かい，おもしろい，親しみがある，
(興味がある) 興味がある

じっくり取り組む 明るい，おもしろい，高価である，愛着がある，長持ちする，役
に立つ

複雑なものを作取る
(じっくり り組む)

作りたい物がある 自然な感じ，静か，使いやすい，明るい，おもしろい，親しみが
(作ってみたい) (好き) ある，愛着がある，興味がある，役に立つ
(興味がある) (楽しい)
(じっくり取り組む)

作り上げる自信がある 役に立つ
(じっくり取り組む)

こわくない 柔らかい，自然な感じ，安全，加工しやすい，明るい
(やさしい)

( )は製作意欲に関する項目どうしの相関を示している.

メージを -2 点，どちらともいえないを O点とした.

また，それぞれの中聞をもうけ 5段階による調査と

した.また，それぞれの項目聞の相関も求めた.

結果および考察

木材に対するイメージ

「製作に対する意欲」と「木材に対するイメージ」

との聞に相関関係がある項目を表 5 に示した.相関

関係があるものとして，本表には相関係数が+ o. 
4 以上のものを示した.なお，製作意欲に関連する

各項目についての調査は，調査方法で述べた表 4 に

よる調査の結果を示した.また，表 5中の( )は

「製作に対する意欲」の項目聞の相関関係のあるもの

を示している.以下，製作意欲と木材に対するイメ

ージについて，各製作意欲に関係する項目について

検討する.

まず，表 5から「製作に対する意欲」と最も密接

に関係すると考えられる「作ってみたい」について，

相関関係を示す木材に対するイメージをみると，「使

いやすい J r加工しやすいJ r明るいJ r新しい J r親

しみがあるJ r興味がある」の 6項目となっている.

これらの結果は r作ってみたい」という意欲を起こ
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コンピュータ導入による製作意欲

させるには，木材が有する 6項臨の特徴を充分に活

題した指導が必要であることを訴しているといえよ

う.

次に r木材に対するイメ}ジ Jの積聞の中で，表

5 に示した「製作に対する意欲J と関係する積院に

ついて検討するため，捜 5 は「木材に対するイメー

ジ」の項目の出現回数をみる.出現聞散が最も多い

のが「明るいJ rおもしろい.J r~交に立つJ で，出現

回数 5 固となっている.以下 4 関が「使いやすいJ

「親しみがある.J r興味があるJの 3項目， 3間がf恕

工しやすい.1 r自然な感1.;.1 r安全J でおった.

以上の結果は，製作意欲を向上させる教材開発む

視点を明らかに示しているといえる.すなわち，学

習ソフトを開発する場合や，実験者行う場合誌「襲

作に対する意書~J と棺興関係が深い項信に十分配獲

した教材開発を行うことが r木材加工J鎮域の製{苧

に対する学習意欲の向上位効果的であることを示し

たといえる.

ただ，襲作意欲の項毘のうち， r複雑なものを作る J

及び「作ち上げる自信があるJ は「木材に対するイ

メ -~J との桓関がないか，また少ないことを示し

ている.この結果は，複雑な作品を作ることや製作

に対する自告は，木材に対するイメージとは関係が

少ないことを示したといえよう.

コンビュータに対するイメージ

表 3 に示した「コンビュータに対するイメージ輯

査J の結果を実験クラス及び対照クラスについて，

図 1(a)(b) に示す.これらの図は r木材加工J額域を

学習する前の表 1の指導計画に示した第 1国自の授

棄しい

懇でも¥-(}ャ戸 γ ちt'/¥ ¥ぜ h 軒--J慣単

知りたい 適合性

(a) 実験クラス

業と 1学期の後半の第 8 田豊の授業時のコンピュ

ータに対するイメージをレーダーチャート認したも

ので，授業開始前と一定の授業を行った後のコンゼ

ュータに対するイメージの変化について示したもの

である.

まず，圏l( a) をこ示した実験クラス託ついてみると，

授業実撞欝からコンピュータに対して「楽しい.1 r好

きJ r知ちたい J r役に立つ J r家でも役立てたいJ r他

の学習にも役に立つJ という項匡に対して高いポイ

ントを示している.こむ結果は，授業開始前からコ

ンピュータに対するこれらの項目立〉イメージはプラ

スイメージが強いことを示している.そのため，授

業を受りたことによる著しい変化はみられない.し

かしながら，さらに詳細にみるため，項目ごとに分

析すると「生活に役立ちそう」の項目については，

授業を受げた結果，プラスイメ}ジの若干の館下が

みられたが，他のほとんどの項目についてプラスイ

メージの向上がみられた.特に「暖かし戸:冷たい J

に関しては，第 1回目は:1:: 0であったが，第s毘昌
には +0.5 の値となった.また r簡単:難しい.J r自

分に合っている:自分にあっていない」についても

プラスイメージの向上がみられた.さらに t検定を

行った結果 r自分に合っているJ については有意差

がみられた.

次拡，儲l(坊の対照クラスのコンピユ}タに対す

るイメージ変イちをみる.本語の結果は，霞 1 (a) O)実

験クラスの結集と関議に r楽しいJ r綜き J r知りた

rf 患の学欝をこも役立つJ などにおいて

している r生活記設立ちそう.J r家で役

立てたい.J .'ζ ついては若干のプラスイメージの向上

M-2o 211- ー→+・[← -

楽しい

車でもwt 以刀陪単
亘EB

知りたい

(b) 対隙クラス

図 1 コンピュータに対するイメージの変化
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大迫靖議・関口浩継

がみられたが季地の項践は大きな変化はみられない.

また，実験クラスで授嫌の進行立つれて上昇をみせ

た「暖かいJ r簡単J t;: ついては，本躍では逆にプラ

スイメージの低下がみちれる.おらに，実験クラス

でプラスイメージの上昇が顕著であった「自分に合

っている」については，若干の増加がみられるにす

ぎない.ここで示した対照クラス記ついては，本教

科でのコンピュータ使用は行っていないが，穂教桝

(例えば，数学，理科)でコンぜュータを使った授業

を受けている，しかし，この場合，コンピユ}タに

対するイメージ競査のいずれの項目についても t

検定記よる有意殻はみられ設かった.ただ，題l( a)

(b) の第 l 関践の調査による結果は，多くの項自が十

1以上を示し，譲査の対象とした 2 クラスともコン

ピュータに対する初期のプラスイメージが高いこと

を示している.

以上のことから，熊本大学鱈講中学校の生徒は，

全体的に入学議窃からコンぜュータに対しての親近

感や槙極的に活用しようという意識が醸しまた，

積撞的金取り組みがなされていることが推定された.

そのため，実験クラスでこれらの項自については，

第 s問問と比較して大きな向上はみられず，低下も

少なし高い水準を維持している.また r暖かいJ

r簡単J r自卦拡合っている J の項目については，い

ずれも拐期犠より高い輔が恭され，コンピュータに

対するプラスイメージが向上していることを示して

おり，適弱者コンぜュータの活用がなされたといえ

よう，

対類クラスにおいて泣，本教科でのコンピュータ

の導入試行っていないが，地教科での活用が数誇関

なされている.しかし，第 8 1E1目的授業後の調査に

おいても，初期鐘との有意差はみられず，コンピュ

ータを単に使用させるだ診では，コンゼュータに対

するイメージの向上にはつながっていないことを示

しているといえる.この結果から，技補科教育の中

へおコンピュータ導入がコンビュータに対するイメ

ージアップにつながることが明らかとなったといえ

る.こ c ことは，授識でコンピュ…タを使用する場

合，学智内容命説明や教具としての役割を十分理解

した授業が必要でるることを訳しているといえよう.

さらに，学習意欲の差からも，コンピュ…タの生徒

に与えるイメージについても考棄して使用させる必

要があるといえる.

コンぜュータを導入した場合の，コンピュ…タに

ー対するイメージの向上を示した内容を検討するため，

コンゼュータに対するイメージの項目ごとの相関関

様について，第s由自の授業における実験クラスの

コンどューグ拡対するイメージ項自の相関捷係を表

sに示す.本表では精髄集数が十 0.4 以上十0.7 来瀧

をO とし，十0.7 以上をO で示した.また，本農の右

表 6 コンゼユ」タに対するイメ…ジ積自の棺関関係

項 自
楽し

緩 野義 簡単 蓄s-
知たり 生活 家で 地

友達と 相関会主 ‘つ
学の習分 し= しミ て

役立に 役立も

官

議 1，.::1 1，.::1 

重性
る る

役立に額 つ て
る

つ

霊感
楽 し し五 ¥ I(Q) O O O O O 5 

緩 カ= し五 l¥ O O 2 

好 き o O ¥ O  O 

記
O O 8 

適喝のし

簡 単 ¥ 0  O O 4 

底分で学習できる 3陰陰 O O O 7 

自分に合っている O ¥ 010 O O 8 

積極塁
知 り た し3 O O O O O [¥ 。o o 8 

生活に役立ちそう O o 010 。
語

o ? 

家でも役立てたい O O ポほ
。 。 ? 

E 
協の学習にも役立ちそう O O む ¥ 8 

友逮との話題拡なっている O ¥¥ 
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の欄に相関関集記ある積躍の舗数を示した.

本表から「壌かい.J r友達との話題はなっているj

という 2項目誌，相関関係にある境問が少なく， f患
C 項自との関様や彰響が少ないといえる.これに対

して，相関関係にある項呂数が多いの註 r好き.J r自

分に合っている J r知ちたいJ r他の学習にも役立ち

そう j の4項目である.また，残りの 5項毘につい

ても関係する項目が多いことから，本報で選択した

項目は，能の噴割への影響が大きいことを示してい

るといえる.

製作記対する意欲

製作に対する意欲の持点の合計値をグラブ北した

ものを密 2 に示す.本躍で実験クラスと対顛クラス

を比較すると，初期値においては，実験クラスと対

照クラスに鎖饗な差はみられない.しかし，第 2 詔

自の授業で実験クラスの備が高くな与，対照クラス

との麓が顕著になることを示している，その後につ

いての諦査結果は，いずれも実験クラスが高い舗を

示しているが，その麓に大きな変動はみられ設い.

この結果から，製作に対する意欲については，第 2

回自の授業の影響が大きいことが推定される.また，

授業内容との対応をみると第 7鰐自のコンピュータ

で自分が製存する構想、図を描く授業後の調査で，両

者の値に差が生む，コンピュ…タを導入した授業に

1. 0 

0.8 

0.6 

金.4
平

富 0.2

作
意
欲

G 

重一札2

…0.4 

-0.6 

-0.8 

-1. 0 

よる意欲の向上がみられた.

このような意欲との関係をみるため，「製作に対す

る意欲J の各項自に関して，実験クラスと対照クラ

スの t検定の結果を我?に示す.主主お，脊意水継は

井割強定 (une tailed test) により算指したへ灘中

の数穫は t検定の有意水準の確率 (p) で島る.

また，表中の*ヘヘ÷印を詩げた現聞は，それぞれ

有意水準 1 %， 5 %， 10% であることを示している.

本農の結果のうち「じっくち取ヲ組むJ について

は，第 1自の務定において，対熊クラスの値が高し

その差においても有意義がみられたが，第 2間関以

捧では逆転している‘また， r作り上げる底f震があるJ

については有意慾試みちれなかった.倍弱項目につ

いては， ~まとんど実験クラスが高い備を示し，半数

近くの嘆自 (45.7%) で脊意麓がみられた.

ここで，製作意欲に対するコンピュータ導入の鶏

巣を判定するため，有意麓拡おいて 1% を3点， 5 

%を 2点， 10% を1点とし，有意差を数灘北し，授

業ごとの合計得点を有意差得点として，表?に恭し

た.本衰の結県は，第 2， 7， 9 問自の授業の得点

が高い趨を恭した.

高得点を示した授業内容をみると，第 2問自お授

業は，実験クラスは「お絵かきJ のソフト"の操作を

適して，コンゼュータの基本操俸を学習した後，コ

ンピュータを罷って f木替の性質」に関する授業を

第1自 第2随第3自 第6回第7罷第8回第9@]

授業回数

図 2 製存に対する意欲
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表 7 製作に対する意欲拡ついての検定結果

第 1回 第 2回 第 3 聞 第 6 聞 第 7 閤 第 8 自 第 9 聞

作ってみたい 0.116 0.003 ・・ 0.027 .... 0.022. 0.032 ・ 0.022 ・ 0.017 准

興 味 t/l あ る 0.223 0.002 ・・ 0.625* 0.561 0.116 0.240 0.074+ 

楽 し し3 0.104 0.001" 0.034+ 0.099+ 0.005** 

や ~ し し) 0.553 0.564 0.085 0.138 0.007 事 .

好 き 0.037* 0.002 ・・ 0.005 憲 $ 0.008** 

じっくり取り組む 0.000(") 0.009" O. 0.071+ 0.005 毒 事

被 雑之宮物を作る 0.124 0.832 0.026 ・ 0.032 ・

作りたい物がある .815 0.780 0.304 0.148 

作り上げる自穫がある 0.631 0.873 0.945 0.526 

L、P綱惨 わ く な し3 0.592 0.618 0.037 傘

脊 3震 樽 点 -1 15 5 6 9 19 

( )受容した脊意水準は，対顛クラスの僅が高い場合を示す.

行った.これは，コンピュータと対話しながら学習

をすすめていくというチュートリアル盟の授業7) を

取り入れた.これに対して，対照クラスは悶じ内容

の授業を鹿学を中心に行った.

第 7回目の授業は，爽験クラスはコンピュータで

構想図を描き，それに決定した寸法を入力していく

というものである.これに対して，対顔クラスは関

じ作業を従来の苧作業記よって行つ eた.

そして，第 9 回目立〉授襲は，実験クラス法語題材

の製作の最終段轄の授業で rのこぎちてFきJ や「か

んながげ」を仔い，表揮者支fスパ…ナーで焼き詑上

げるというものである，ただし，本授業では，コン

ピュータは愛車していない.これに対して，対照ク

ラスは爵題替の製作は行わず rのこぎりの観察」と

「おとぎりびきJ を行った.

以上の結果から，実験クラスと対照クラスを比較

した場合，製作に対する意欲において有意涯が示さ

れている.このことから，捜裁にコンピユ}タを活

用することは，製作意欲に大きく影響することが示

されたといえる.また，コンピュ…タ導入と直接関

係はしないが，副題材の製作も製作の意欲向上に効

果があることが示されたといえる.

木材及び製聞に関する錦織・理解

実験クラスと対熊クラスの木材及び製醤;こ関する

知識に対する学力の評語を行うたゐ，ペーパーテス

トの結果を表 8 .ζ 示す奪本羨から実験クラスの平均

が34.0 点(50 点瀦点)， 1E解薬草 8.1% ，対照クラスの

平均が35 .4点，正解率 70.8% を示し，対照クラスが

2.7 ポイント高い得点者示している.この場合のペー.

パーテストは，調査方法の項で述べたが，①木材に

関する知識・理解， φ釘打ちに関する知識・理解，

③製閣に関する知機・理解，@製図に関する技能の

4分野について出贈した.本結果は，いずれの分野

も対照クラスの正解離が高いことを示している.し

かし，製図の知識・理解，製閣の技能についてはほ

ぽ同様の正解率を諒している.これに対して，*季言

及び箆打ちに関する知識・難解に若干の援がみられ

た.ただ， 2 クラスの簿産関に誌 t検定による有

意差はみられなかった.

以上のことか弘実験クラスと対照クラスでは特

に知識・理解蔀での設は顕著でないが対照クラスの

議s 木材及び製麗に関する知識・理解麗の比較

百字Iちの知識 製醤の知識 製閣の技能 d問b除

3.1 13 .4 5.0 34.0 

62.9 78.6 61. 9 68.1 

3.4 13.5 5.0 35 .4 

68.7 79.2 62.5 70.8 
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正解率が高いことは，コンビュータを授業に活用し

ても，知識・理解面での効果は示されないことを示

したといえる.

結語

本報では，自己教育力の育成の要因である「学習

意欲」について，授業へのコンピュータ導入の効果

を検討するため r木材加工」領域にコンビュータを

導入した授業を実践し，学習意欲に関する調査を行

った.調査方法は，コンピュータを積極的に導入し

た実験クラスと全く使用しなかった対照クラスを設

定し，これらのクラスにお砂る学習意欲に対する効

果を比較検討した.その結果，以下のようなことが

明らかとなった.

(1) 授業にコンピュータを活用したクラスとしな

かったクラスでは，知識・理解面での評価では，顕

著な差は示されず，むしろ対照クラスの正解率が高

い結果が示された.これに対して，意欲面において

は有意差が見られ，実験クラスの意欲の向上が顕著

であったことから，コンビュータの導入は，学習に

対する意欲や製作に対する意欲の向上に大きく関与

していることが明らかとなったといえる.

(2) 授業にコンピュータを活用することにより，

コンビュータに対するイメージは r暖かいJ r簡単」

「自分に合っている」についてプラスイメージが大き

く向上した.これらの項目の向上は，授業にコンピ

ュータを導入することが，教育効果を向上させるこ

とにつながることを示したといえる.

(3) 製作に対する意欲と木材に対するイメージと

の相関関係の分析から，製作意欲の向上に関係の深

い木材に対するイメージが明らかとなった.この結

果，このような木材に対するイメージを向上させる

学習ソフトの開発や実験を行うことにより，製作に

対する意欲を向上させる可能性があることが明らか

となった.

(4) 学習意欲の向上には，題材の導入段階での木

材やコンビュータに対するイメージづくりの重要性

が明らかになった.このととから，製作に対する意

欲やコンピュータに対するイメージについては，題

材に対する初期の数時間の授業内容が意欲の向上に

大きく関与するといえる.

以上の結果をふまえて，今後，さらに技術科教育

における自己教育力の育成に効果的な教材・教具及

び指導方法について検討し，自己教育カの育成に効

果的な学習カリキュラムの開発を目的とした実証的

な研究を行う予定である.

最後に，本研究を遂行するにあたり，多大のご協

力をいただいた熊本大学教育学部附属中学校早田宗

生教諭に深謝いたします.
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